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１
面
か
ら
の
つ
づ
き

Ⅳ  
外
国
人
善
行
表
彰

 （
岩
手
）
陸　

彦
彦
（
ア
メ

リ
カ
）
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ッ

ホ
マ
ン
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
Ｄ
・

チ
ル
ダ
ー
ス
、
二
〇
一
八
横

田
基
地
教
会
チ
ー
ム
、
第

三
七
四
通
信
中
隊
、
エ
リ
ッ

ク
・
Ｓ
・
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
、

カ
ズ
ヒ
ト
・
イ
ケ
マ
ツ
、
エ

リ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
、

関
東
地
区
消
防
士
協
会

二
〇
一
八
、
第
三
七
四
契
約

中
隊
バ
イ
ヤ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
、

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
・

シ
ャ
ワ
ー
ズ
、
ベ
ロ
ニ
カ
・

Ｎ
・
シ
ュ
ワ
ブ
ー
テ
ィ
ッ
ド

ウ
ェ
ル
、
カ
リ
ー
ナ
・
ソ
ト

マ
イ
ヨ
ー
ル
、
ダ
ー
リ
ス
・

Ｃ
・
レ
ン
、
第
三
七
四
運
用

支
援
中
隊
キ
ー
・
ス
パ
ウ
セ

ス二
、
特
別
善
行
表
彰

　
　
　
　選
考
委
員
会

一
般
社
団
法
人
日
本
善
行

会
は
、
三
月
十
一
日
（
月
）、

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
会
議

室
に
お
い
て
、
平
成
三
十
一

年
度
特
別
表
彰
善
行
金
章
・

善
行
銀
章
受
賞
者
の
選
考
委

員
会
を
開
催
し
た
。

選
考
委
員
会
で
は
、
本
会

の
各
支
部
を
は
じ
め
多
く
の

推
薦
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た

候
補
者
に
つ
い
て
、
善
行
継

続
年
数
や
善
行
銀
章
、
善
行

（
銅
）
章
受
賞
後
の
善
行
活
動

の
状
況
に
つ
い
て
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
栄
え
あ
る
受

賞
者
と
し
て
、
善
行
金
章
受

賞
者
三
十
五
名
と
善
行
銀
章

受
賞
者
八
十
三
名
を
決
定
し

た
。な

お
、
表
彰
式
は
、
来
る

五
月
十
八
日
（
土
）、
明
治
神

宮
参
集
殿
に
お
い
て
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。  （

敬
称
略
）

◇ 
善
行
金
章
（
三
十
五
名
）

（
北
海
道
）
井
戸
正
晴
、
今

野
三
郎
（
青
森
県
）
高
森
キ

ク
ヱ
、
板
垣
キ
ミ
（
宮
城
県
）

天
満
元
昭
、
長
谷
川
と
み
志

（
福
島
県
）
後
藤
幸
子
（
群
馬

県
）
川
野　

浩
、
珍
田
勇
二
、

本
多
正
平
、
福
嶋
和
江
、
大

谷
千
恵
子
、
眞
田
愛
子
、
関

口
和
子
（
東
京
都
）
山
本
又

三
（
神
奈
川
県
）
筒
井　

進

（
静
岡
県
）
青
木　

昭
（
愛

知
県
）
宮
道
三
江
（
滋
賀
県
）

明
石
祐
暁
（
京
都
府
）
髙
井

　

武
、
髙
垣
慶
嗣
（
大
阪
府
）

川
﨑　

屯
（
兵
庫
県
）
八
木

妙
子
、
山
本
泰
通
、
堀
佐
知

子
、
瀬
川
昌
子
（
山
口
県
）

小
林
利
生
（
香
川
県
）
平
田

幸
代
（
福
岡
県
）
古
屋
啓
二

郎
、
田
中
勝
義
（
長
崎
県
）

金
子
光
彦
、
西
川
卓
志
（
熊

本
県
）
杉
内
錬
之
、
林
田
伸

一
（
大
分
県
）
帆
玉
澄
子

◇ 

善
行
銀
章（
八
十
三
名
）

（
北
海
道
）
鬼
塚
弘
子
、
不
破

一
比
古
、
橋
本　

稔
、
藤
田

礼
三
、
本
吉
春
雄
（
青
森
県
）

松
岡
く
に
子
、
久
保
り
つ
、

工
藤
ノ
リ
（
岩
手
県
）
三
浦

得
也
、
髙
橋
睦
夫
、
山
下
力

夫
、
中
澤
ム
ツ
子
（
宮
城
県
）

船
渡
代
志
子
、小
池
重
治
（
山

形
県
）
遠
藤　

勉
（
福
島
県
）

金
山
充
子
（
茨
城
県
）
仮
屋

　

茂
、
石
川
誠
人
（
栃
木
県
）

小
野
澤
喜
美
、
上
野
多
津
子
、

仁
戸
部
照
夫
（
群
馬
県
）
廣

瀨
雅
敏
、
堀
口
克
巳
、
櫻
井

裕
子
、
小
菅　

正
、
南
雲
春

一
、
木
村
勝
江
、
押
江
真
知

子
、
萩
原
ス
ミ
ヱ
、
鈴
木
千

明
、
松
本
八
千
代
、
森
田
房

子
、
今
井
彰
子
、
籾
山
芳
江
、

籾
山
多
恵
子
（
千
葉
県
）
江

畑
キ
ヨ
子
、
楠
岡　

巖
、
髙

遠
佳
美
、
飯
沼
麗
子
（
東
京

都
）
内
田
耕
正
、
山
田
き
み

子
、
増
田
義
雄
、
古
山
昭
男
、

長
沼
茂
雄
、
大
熊
邦
子
、
岩

城
堅
司
、
竹
内
菊
雄
（
神
奈

川
県
）
川
浦
恭
子
、
谷
島
義

雄
（
石
川
県
）
鈴
木
哲
夫
（
岐

阜
県
）
真
弓
美
紀
子
（
愛
知

県
）
新
美
三
枝
、
成
瀬
幸
夫

（
滋
賀
県
）
篠
田
常
生
（
京

都
府
）
寺
村
貞
之
（
大
阪
府
）

赤
塚
勝
巳
、
東　

博
祐
、
小

林
良
子
（
兵
庫
県
）
山
西　

博
、
松
田
与
志
子
、
島
村
哲

哉
、
金
岡　

清
、
髙
階
功
子
、

芝　

和
子
（
岡
山
県
）
河
田

純
雄
（
香
川
県
）
大
森
岳
司
、

大
西
専
七
（
愛
媛
県
）
井
堀

春
清
（
福
岡
県
）
山
﨑
源
太

郎
、
後
藤
清
忠
、
大
木
明
子
、

宮
本
千
穂
子
、
野
口
幹
矢
、

中
嶋
俊
子
、
綱
脇
恒
巳
、
本

田
光
男
、
高
橋　

宏
（
長
崎

県
）
今
井　

薫
、
濱
武　

睦
、

外
間
雅
広
（
熊
本
県
）
山
本

文
市
、
金
子
雄
子
（
鹿
児
島

県
）
飯
草
健
太
郎

《
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
は

   

自
己
責
任
・
自
給
自
足
、

 

　

 

迷
惑
を
か
け
な
い
が

鉄
則
！
》

山
下
：
尾
畠
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
活
動
は
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
敬
服
し
ま

す
。
人
間
の
生
き
方
と
し
て

魅
力
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
魂
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

尾
昌
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
被
災
地
の
方
々
に
迷

惑
を
か
け
な
い
配
慮
が
大
切

で
す
。
無
償
の
愛
、
対
価
は

求
め
な
い
、
頂
く
の
は
心
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
先
で

は
、
何
も
求
め
な
い
の
が
鉄

対

　

談

ス
ー
パ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　尾
畠

　春
夫

　さ
ん

山
下
純
雲
子
副
会
長

二
回
目
（
三
回
連
載
）

則
で
す
。
人
や
社
会
に
対
し

て
恩
返
し
を
す
る
こ
と
が
す

ベ
て
で
、
現
地
で
は
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
言
っ
て
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
方
々
に
気
遣
い
さ
せ
な
い

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

山
下
：
尾
畠
さ
ん
の
言
葉
は
、

高
い
経
験
値
か
ら
の
お
話
し

で
、
と
て
も
含
蓄
が
あ
り
心

に
深
く
届
き
、
感
動
し
ま
す
。

《
や
っ
と
夢
や
希
望
が

持
て
る
よ
う
に
…
》

＝
姉
の
一
言
で
、
人
生
の

　

目
標
が
見
つ
か
つ
た
！
＝

山
下
：
壮
絶
な
幼
少
青
年
期

を
過
ご
し
た
尾
畠
さ
ん
に
、

い
よ
い
よ
転
機
が
訪
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

尾
畠
：
中
学
を
卒
業
す
る
と

姉
か
ら
「
あ
ん
た
は
元
気
が

い
い
か
ら
魚
屋
さ
ん
に
な
り

な
さ
い
」
と
言
う
姉
に
従
い
、

鮮
魚
店
で
十
年

間
修
行
後
、
鮮
魚

店
開
業
の
資
金

を
貯
め
る
た
め

三
年
間
土
木
会

社
で
が
む
し
ゃ

ら
に
働
き
ま
し

た
。
一
九
六
三

年
四
月
に
結
婚
、

七
か
月
後
に
念

願
の
鮮
魚
店
「
魚

春
」
を
開
店
し

て
、
や
つ
と
窮
地

か
ら
脱
し
ま
し

た
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
お
蔭
さ

ん
で
赤
字
を
出

す
こ
と
な
く
順

調
に
営
業
し
ま
し
た
が
、
店

は
六
十
五
歳
を
機
に
閉
店
し

ま
し
た
。

山
下
：
潔
い
で
す
ね
。
尾
畠

さ
ん
の
決
断
力
は
凄
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
ど
う

し
ま
し
た
か
？

尾
畠
：
四
十
歳
か
ら
登
山
を

始
め
、
六
十
才
あ
た
り
か
ら

大
分
県
由
布
岳
登
山
道
の
整

備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
今
後
の
人
生

は
「
人
に
、
社
会
に
対
し
て

恩
返
し
が
し
た
い
」
と
心
に

決
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

経
験
が
（
鳶
・
土
木
作
業
）、

そ
の
後
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活

動
に
大
変
役
立
ち
ま
し
た
。

《 

二
歳
児
「
理
稀
ち
ゃ
ん
」

　六
十
八
時
間
の
奇
跡
の

　
　救
出

　悩
む
よ
り
、

行
動
せ
よ
！
》

＝
親
に
直
接
引
き
渡
す
と

　

約
束
、
こ
れ
ま
で
の

　

経
験
値
で
発
見
…
＝

山
下
：
二
歳
児
行
方
不
明
の

時
は
、
尾
畠
さ
ん
は
何
処
に

い
ま
し
た
か
？

尾
畠
：
自
宅
で
テ
レ
ビ
を
見

て
知
り
ま
し
た
。
二
日
目
の

捜
索
で
も
見
つ
か
ら
ず
、
心

配
す
る
だ
け
で
な
く
行
動
せ

ね
ば
と
、
現
地
に
向
か
い
ま

し
た
。
捜
索
す
る
前
に
家
族

の
方
と
会
い
「
き
っ
と
見
つ

け
て
直
接
お
渡
し
し
ま
す
」

と
約
束
し
て
、
真
っ
先
に
裏

山
へ
登
り
ま
し
た
。
三
十
分

後
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
勘

で
理
稀
ち
ゃ
ん
を
発
見
し
ま

し
た
。

山
下
：
見
つ
け
た
と
き
、
ど

ん
な
状
態
で
し
た
か
。

尾
畠
：
沢
の
近
く
で
水
が
流

れ
、
平
た
い
石
の
上
に
座
り
、

足
は
素
足
で
水
に
つ
け
、
一

瞬
「
お
地
蔵
さ
ん
」
に
見
え

ま
し
た
。
近
づ
く
と
瞬
き
を

し
た
の
で
、
理
稀
ち
ゃ
ん
！

と
声
を
か
け
る
と
「
う
ん
」

と
応
え
ま
し
た
。
早
速
、
自

宅
か
ら
持
っ
て
き
た
バ
ス
タ

オ
ル
で
保
護
し
、
塩
飴
を
与

え
る
と
「
ガ
リ
、
ガ
リ
」
と

音
を
立
て
て
か
み
砕
き
食
べ

ま
し
た
。
三
日
間
、
何
も
食

べ
て
な
い
理
稀
ち
ゃ
ん
、
こ

の
食
べ
っ
ぷ
り
を
見
て
「
こ

の
子
は
生
き
る
な
」
と
安
心

し
ま
し
た
。

山
下
：
劇
的
、
感
動
的
な
瞬

間
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
理

稀
ち
ゃ
ん
を
ど
う
し
ま
し
た

か
？

尾
畠
：
バ
ス
タ
オ
ル
で
包
み

込
み
、
抱
い
て
山
を
下
り
る

と
、
警
察
の
捜
索
隊
の
皆
さ

ん
が
大
勢
い
て
隊
長
ら
し
き

人
が
、「
法
律
上
、
理
稀
ち
ゃ

ん
を
、
こ
ち
ら
に
渡
し
て
下

さ
い
。
署
に
連
れ
て
帰
り
、

食
事
を
与
え
、
風
呂
に
入
れ

て
事
情
聴
取
を
行
い
た
い
」

と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
き
っ
ぱ
り
と
、
お

断
り
を
し
ま
し
た
。

山
下
：
そ
れ
か
ら
、
ど
う
な

り
ま
し
た
か
？

尾
畠
：
捜
索
隊
の
皆
さ
ん
が

道
を
開
け
て
く
れ
て
、
そ
の

奥
の
方
に
母
親
が
真
っ
青
の

顔
を
し
て
「
よ
し
、
よ
し
」

と
叫
び
な
が
ら
近
寄
っ
て
き

ま
し
た
。
安
心
さ
せ
る
た
め
、

す
ぐ
に
理
稀
ち
ゃ
ん
の
顔
を

見
せ
、
抱
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。
家
族
の
皆
さ
ん
に
、ち
ゃ

ん
と
約
束
通
り
理
稀
ち
ゃ
ん

を
引
き
渡
し
ま
し
た
。
守

る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
（
涙
）

山
下
：
お
爺
ち
ゃ
ん
か
ら
、

「
風
呂
に
入
っ
て
、
食
事
を
し

て
下
さ
い
」
と
誘
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
。

尾
畠
：「
理
稀
ち
ゃ
ん
を
、
お

渡
し
し
た
時
点
で
、
私
の
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
は
終
わ
り

ま
し
た
」
と
丁
寧
に
お
断
り

し
て
、
大
分
に
帰
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し

て
の
け
じ
め
で
す
。

《
か
け
た
情
け
は
水
に

　流
せ
。
受
け
た
恩
は

石
に
刻
め
》

＝
東
日
本
大
震
災
・ 

　

南
三
陸
町
で
５
０
０
日
の

　

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
＝

山
下
：
尾
畠
さ
ん
の
、
こ
れ

ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
他
に
類
の
な
い
素
晴
ら

し
い
活
動
歴
、
特
に
南
三
陸

町
で
の
活
躍
は
、
多
く
の
国

民
に
感
動
と
、
日
本
人
と
し

て
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
豊
か

な
心
の
文
化
」
を
取
り
戻
し

て
く
れ
た
方
だ
と
強
く
思
い

ま
し
た
。

尾
畠
：
鹿
児
島
の
岬
か
ら
北

海
道
の
宗
谷
岬
ま
で
徒
歩

縦
断
し
た
際
、
南
三
陸
町
の

方
々
に
親
切
に
し
て
頂
い
た

恩
が
あ
り
ま
し
た
。
南
三
陸

町
で
は
、
５
０
０
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
寝
袋
で
車
中
泊
、
自
炊
、

助
け
る
側
か
ら
一
切
求
め
な

い
。
い
た
だ
く
の
は
、
相
手

か
ら
の
「
感
謝
の
こ
こ
ろ
」

だ
け
で
充
分
で
す
。

次
号
へ
つ
づ
く




